












































































































































































































































































および最 も重要な関係の原則を誤用するものであるO最 も重要な関係の原則を正 しく連用するには､第
2次リステー トメント第6条に列挙されている連結 (contacts)の基礎となっている法El的に対する





























































西野 ｢英国1995年国際私法 (袖規定)法｣姫路法学第2324合併号65頁以下｡または鵜杉直 ｢ヨー ロノバ共同体
の契約外倍務の準拠法にF姻する規則 (ローマⅡ)案について｣国際法外交雑誌 103巻3号 (2CHM年)9貰O
奥El安弘 ｢匡】際私法の現代法化に関する要綱中間試案について｣中央13- ジャーナル第2巻第2号3頁 奥田

































李旺 r匡】際私法J(法律出版社､2004年)255頁.発端亭 他 前掲だ(7m 243頁.
過相林 他編著 前掲注(8)杏 (朱子勤)305貢.








































































































































丁体一院冶束 r衝突法論 (第2版)｣(法律出版社､205年)105-106頁.李双元 前掲注0地 585-589頁｡






































































芯杉直 前掲任鵬 0頁 中西康 成掲往(6桝1頁｡
高杉直 前掲注(綿60頁O
讃杉直 前掲任約60頁｡




















































郭玉軍 張風飛 ｢詐欺投書賠償的法律適用及相L郷間過之採討一評 rlP聾人民共和国民法 (草案)｣第9相第92
粂｣河南省政法管理幹部学院学報 (ZCK)4年第1期､通糊82)25-26頁を奉昭｡
肖建国 ｢策訴嗣停止俊櫓行為的法律性質一以訴前停止侵犯知純産椎行為為中心的研究｣(法商研究､2002年､第
4期)3貫以下､または ｢中華人民共和国民事訴訟法｣第93粂一第96灸､第99灸,｢中華人民共和国商標a=｣第57
条,および ｢中華人民共和国著作権法｣49条等を参照｡
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